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国
日
目
目
目

被
災
地

へ
被
爆
地

の
祈
り

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
目
の
日

に
行
わ
れ
た
広
島
交
響
楽
団
第
３
５

８
回
定
期
演
奏
会
。
バ

ッ
ハ
の

「Ｇ

線
上
の
ア
リ
ア
」
の
特
別
演
奏
や
ソ

リ
ス
ト
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
掲
載

で
、
被
災
地
に
思
い
を
は
せ
る
。
演

奏
絵
の
テ
ー
マ
は

「祈
り
、
不
死
鳥

の
如
く
」
。
被
爆
地
広
島
を
形
容
し

て
き
た
言
葉
で
も
あ
り
、
当
地
の
楽

団
ゆ
え
の
重
み
も
あ
る
。

だ
が
、
決
し
て
重
苦
し
い
会
で
は

な
か

っ
た
。

メ
ー
ン
は
ス
ト
ラ
ビ
ン

ス
キ
ー
の
バ
レ
エ
組
曲

「火
の
鳥
」
。

ラ
ト
ビ
ア
生
ま
れ
の
若
手
指
揮
者
、

ア
ン
ド
リ
ス

・
ポ
ー
ガ
は
、
丁
寧
な

棒
さ
ば
き
な
が
ら
も
め
り
は
り
を
利

か
せ
た
小
汽
味
よ
い
音
楽
を
作
り
出

す
。
英
雄
諄
を
思
わ
せ
る
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
で
も
大
仰
に
な
ら
ず
、
華
や

か
な
音
の
響
き
に
す
が
す
が
し
さ
を

残
す
。

ま
た
彼
は
楽
章
や
各
部
の
性
格
づ

け
を
す
る
の
が
う
ま
い
。
如
実
だ

っ

た
の
が
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
ビ
ア
ノ
協

奏
曲
第
４
番
。
空
気
の
上
を
ふ
わ
ふ

わ
と
進
む
よ
う
な
第
１
楽
章
か
ら
、

第
２
楽
章
で
は

一
転
し
て
堅
い
音
の

う
ね
り
を
、
第
３
楽
章
で
は
躍
動
感

あ
ふ
れ
る
音
楽
を
瞬
時
に
繰
り
出
し

て
く
る
。
そ
の
上
で
全
曲
を
通
じ
て

流
れ
が
あ
る
の
は
ヽ
彼
の
中
に
確
と

し
た
全
体
像
が
あ
る
た
め
だ
ろ
う
。

一
方
、
フ
ラ
ン
ス
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、

ミ
シ

ェ
ル

・
ダ
ル
ベ
ル
ト
は
フ
レ
ー

ズ
や
旋
律
な
ど
の
小
さ
な
単
位
で
音

楽
を
つ
か
ん
で
く
る
。
楽
章
が
変
わ

っ
て
も
そ
の
ス
タ
イ
ル
は
変
わ
ら
な

い
。
た
だ
し
、
紡
ぎ
出
さ
れ
る
フ
レ

ー
ズ
は
詩
情
に
富
み
、
聴
き
手
を
飽

き
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
。
二
者
の
音

楽
の
相
違
は
微
妙
な
緊
張
感
を
生
み

出
し
、
音
楽
の
推
進
力
と
も
な

っ
て

い
た
。

２
曲
の
間
に
演
奏
さ
れ
た
の
は
、

プ

ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
の
交
響
曲
第
１
番

「古
典
交
響
曲
」
。
第
３
楽
章
か
ら

ま終
楽
章

へ
移
る
際
に
生
じ
た

一
瞬
の

間
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
ポ
ー
ガ

と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
呼
吸
の
ず
れ
が

気
に
な

っ
た
。
と
は
い
え
、
先
の
協

奏
曲
の
余
韻
が
い
つ
ま
で
も
心
に
残

る

一
夜
と
な

っ
た
。

（能
登
原
由
美

¨

「
ヒ
ロ
シ
マ
と
音

楽
」
委
員
会
委
員
長
＝
京
都
市
）


